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七ヶ宿ダムの洪水調節効果(速報)

～ 前線に伴う出水で、七ヶ宿ダムが効果を発揮しました。 ～

９月１０日から１１日にかけての台風及び前線による降雨に伴う出水において
は、ダムに流れ込む水の量が１秒間で２９６．３２立方メートルにまで達し、七ヶ
宿ダムの管理史上第９番目の出水となりました。

七ヶ宿ダムでは、この大きな出水をダム貯水池に貯め込むことにより、出水のピ
ーク時にダム下流に流す水の量を８４．７４立方メートルに抑えるなど、合計で約
２，３００万立方メートルの水を貯め込み、ダム効果を発揮しました。

○ダム下流の河川水位の上昇を緩和
白石市内での河川水位を約３０㎝低減させました。これにより白石水位観

測所（半沢屋敷）での水位は概ね「はん濫注意水位」以下に抑えられました。
○白石市サッカー場の冠水を回避

河川水位の上昇を緩和することで、白石市のサッカー場は、あわやという
ところで冠水を免れました。

○ダム貯水量の回復
貯留した約２，３００万立方メートルの水は、水道水のダムからの取水量

の１００日分以上に相当します。利水補給がより確実なものとなりました。
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○９月１０～１１日、台風及び前線による降雨により、七ヶ宿ダム上流域の平均累計雨量(6日13時～)は280.2mmに、最大流入量は１秒間
に296.3立方メートル（七ヶ宿ダム管理開始以降第９位）に達しました。
○七 宿ダムで合計2 300万立方メ トル（東京ド ム１９杯分 ダムからの水道取水量の100日分以上)の水を貯め込み これにより下

出水で七ヶ宿ダムが効果（平成２７年９月１０～１１日） （速報値）

○七ヶ宿ダムで合計2,300万立方メートル（東京ドーム１９杯分、ダムからの水道取水量の100日分以上)の水を貯め込み、これにより下
流の白石市内（白石水位観測所：同市半沢屋敷）で、水位を約０．３０ｍ低減させる効果があったものと推測されます。
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※本資料の数値等は速報値であるため今後の調査で変わる可能性があります。
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